
お
知
ら
せ

　「
教
団
新
報
」
今
号
を

4
9
9
5
・
9
6
合
併
号

と
し
、
次
号
は
5
月
27
日

に
発
行
し
ま
す
。

総
幹
事
　
網
中
彰
子

2023年春季・補教師試験問題
教憲教規および諸規則・宗教法人法
　次の2題について答えてください。
1.補教師となる者は准允に際し、教憲・教規に従うことが

求められます。教憲・教規に従うとはどういうことか、
特に教憲を中心に論述してください。

2.「宗教法人法」の目的、およびそれに即した活動をする
上で重要な点を、条文を示しつつ論述してください。

旧約聖書神学
　以下の2題について、具体的な聖書箇所を引用しながら
論述してください。
1.旧約聖書における罪と律法について
2.ホセア書について

新約聖書神学
　以下の2題について、具体的な聖書箇所を引用しながら
論述してください。
1.イエスと「神の国」について
2.福音書におけるキリスト論について

3 年ぶりに対面で開催

厳
し
い
時
代
に
あ
っ
て
、主
は
召
し
、立
て
、遣
わ
さ
れ
る

補教師29名、正教師2名、教師転入1名受験

　
2
0
2
3
年
春
季
教

師
検
定
試
験
は
、
3
年

ぶ
り
に
対
面
で
行
わ
れ

た
。
受
験
志
願
者
と
顔
と
顔
と
を
合
わ

せ
て
、
学
科
・
面
接
試
験
を
行
い
、
緊

張
感
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
教
師
検
定
試

験
は
神
の
面
前
で
行
わ
れ
る
、
伝
道
者

と
し
て
の
召
命
を
問
う
試
験
で
あ
る
と

の
思
い
を
新
た
に
し
た
。
今
回
の
受
験

志
願
者
は
32
名
で
、
こ
れ
ま
で
で
最
も

少
な
い
人
数
で
あ
っ
た
。
教
団
の
将
来

と
日
本
伝
道
の
将
来
に
危
機
感
を
覚
え

た
。

　
受
験
志
願
者
の
多
く
が
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、神
学
校
に
入
学
し
た
方
で
あ
っ
た
。

一
人
ひ
と
り
が
学
科
・
面
接
試
験
を
通

し
て
、
誠
実
に
自
ら
の
召
命
と
向
き

合
っ
て
い
る
姿
勢
を
見
、
生
け
る
神
の

御
業
に
触
れ
た
。
厳
し
い
時
代
に
あ
っ

て
も
、
主
は
伝
道
者
を
召
し
、
立
て
、

遣
わ
さ
れ
る
。

　
コ
ロ
ナ
で
委
員
の
任
期
が
2
年
延

長
、
2
名
の
委
員
が
辞
任
と
な
り
、
最

後
の
試
験
は
5
名
の
委
員
で
行
っ
た
。

主
に
支
え
ら
れ
て
任
期
を
全
う
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　
　
第
41
総
会
期
　
教
師
検
定
委
員
長

井
ノ
川
　
勝

講
　
評

　
2
0
2
3
年
春
季
教
師
検

定
試
験
が
2
月
21
～
22
日
の

日
程
で
開
催
さ
れ
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
任
期
延
長
と
な
っ
た

第
41
総
会
期
教
師
検
定
委
員

会
に
よ
る
最
後
の
教
師
検
定

試
験
と
な
っ
た
。
本
委
員

会
は
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て

2
0
2
0
年
秋
季
教
師
検
定

試
験
よ
り
、
レ
ポ
ー
ト
お
よ

び
オ
ン
ラ
イ
ン
で
試
験
を

実
施
し
て
き
た
。
今
回
は
、

P
C
R
検
査
お
よ
び
抗
原
検

査
実
施
を
含
め
感
染
予
防
対

策
を
徹
底
し
つ
つ
、
対
面
で

の
試
験
開
催
と
な
っ
た
。
3

年
ぶ
り
の
対
面
で
の
試
験
実

施
と
な
っ
た
が
、
試
験
期
間

2023年 春季教師検定試験春季教師検定試験

中
の
体
調
不
良
者
も
な
く
行

う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
ま

ず
感
謝
し
た
い
。

　
春
季
教
師
検
定
試
験
は
補

教
師
試
験
が
中
心
と
な
る
。

今
回
は
補
教
師
が
C
コ
ー
ス

継
続
者
を
含
め
29
名
、
正
教

師
2
名
、
教
師
転
入
審
査
1

名
の
受
験
者
が
与
え
ら
れ

た
。
補
教
師
試
験
受
験
者
が

30
名
に
届
か
な
い
と
い
う
の

は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
教
師
検
定
委
員
会

の
課
題
で
あ
る
よ
り
も
、
日

本
基
督
教
団
と
し
て
「
働
き

手
を
送
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う

に
、
収
穫
の
主
に
願
い
な
さ

い
」
と
の
主
の
言
葉
が
迫
っ

て
く
る
。

　
試
験
一
日
目
は
礼
拝
を
共

に
捧
げ
る
こ
と
か
ら
始
ま

る
。
西
岡
昌
一
郎
委
員
を

通
し
て
共
に
み
言
葉
に
聞

き
、
教
師
検
定
試
験
が
主
の

前
に
あ
る
こ
と
を
受
験
者
一

同
受
け
止
め
た
。
学
科
試
験

で
は
「
教
憲
教
規
お
よ
び
宗

教
法
人
法
」
を
は
じ
め
「
旧

約
聖
書
神
学
」「
新
約
聖
書

神
学
」「
教
会
史
・
教
理
史
」

「
組
織
神
学
」
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
コ
ー
ス
に
従
っ
て
行
わ

れ
た
。
受
験
者
そ
れ
ぞ
れ
が

精
一
杯
答
案
作
成
に
取
り
組

ん
だ
。

　
学
科
試
験
終
了
後
、
C

コ
ー
ス
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
っ

た
。
独
学
で
受
験
す
る
C

コ
ー
ス
受
験
者
に
と
っ
て
、

大
き
な
課
題
は
神
学
の
学
び

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
学
び

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
教

師
や
仲
間
を
求
め
る
こ
と
で

あ
る
こ
と
を
受
験
者
と
の
面

談
を
通
し
て
受
け
止
め
た
。

　
試
験
二
日
目
は
全
体
会
と

面
接
試
験
が
行
わ
れ
た
。
全

体
会
で
は
前
日
の
学
科
試
験

の
講
評
が
井
ノ
川
勝
委
員
長

よ
り
な
さ
れ
た
。
面
接
試
験

で
は
「
あ
な
た
は
な
ぜ
日
本

基
督
教
団
の
教
師
と
な
る
の

か
」
と
一
人
一
人
に
問
わ
れ

た
。「
教
会
を
知
ら
な
い
人

に
福
音
を
伝
え
た
い
」、「
主

に
示
さ
れ
た
こ
と
に
従
っ
て

い
き
た
い
」
な
ど
主
の
御
前

に
誠
実
に
生
き
よ
う
と
す
る

言
葉
を
受
験
者
そ
れ
ぞ
れ
か

ら
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
試
験
の
状
況
と
し
て
、
提

出
試
験
で
あ
る
「
説
教
・
釈

義
」
は
説
明
的
に
論
ぜ
ら
れ

る
も
の
が
多
か
っ
た
。
新
約

で
は
ガ
ラ
テ
ヤ
書
か
ら
説
教

を
求
め
た
が
、
状
況
や
用
語

の
説
明
に
留
ま
り
、
パ
ウ
ロ

お
よ
び
パ
ウ
ロ
の
証
し
す
る

キ
リ
ス
ト
と
眼
差
し
を
共
に

す
る
よ
う
な
説
教
は
あ
ま
り

な
か
っ
た
。
エ
レ
ミ
ヤ
書
か

ら
の
説
教
を
求
め
た
旧
約
で

は
、
そ
の
傾
向
は
よ
り
顕
著

で
あ
る
。

　
学
科
試
験
の
う
ち
「
教
憲

教
規
お
よ
び
宗
教
法
人
法
」

で
は
、
教
憲
・
教
規
に
従
う

こ
と
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か

と
問
う
た
が
、
条
文
の
説
明

に
終
始
す
る
も
の
が
少
な
く

な
か
っ
た
。
教
憲
・
教
規
が

主
の
教
会
の
法
で
あ
る
こ

と
、
つ
ま
り
教
憲
・
教
規
に

も
キ
リ
ス
ト
に
従
う
道
が
あ

る
こ
と
を
明
確
に
述
べ
る
こ

と
の
で
き
た
受
験
者
は
極
め

て
限
ら
れ
て
い
た
。
日
頃
あ

ま
り
親
し
み
の
な
い
教
憲
・

教
規
、
宗
教
法
人
法
の
た
め

に
勉
強
会
な
ど
持
っ
て
き
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
同
じ
よ

う
な
傾
向
の
解
答
が
見
受
け

ら
れ
た
。共
に
学
び
つ
つ
も
、

自
分
に
与
え
ら
れ
た
召
命
の

出
来
事
と
し
て
課
さ
れ
た
科

目
を
神
学
的
に
理
解
し
、
答

案
を
作
成
す
る
こ
と
を
求
め

た
い
。

2023年教区総会日程
教区 会期 会場 問安使

北　海 5月 3日（水）13:00
　〜 4日（木）15:00 札幌北光教会 黒田若雄

奥　羽 5月23日（火）12:30
　〜24日（水）15:45

アイーナ（岩手県民
情報交流センター） 藤盛勇紀

東　北 5月 4日（木）13:00
　〜 5日（金）16:00

山形学院高等学
校チャペル 藤盛勇紀

関　東 5月30日（火）10:00
　〜31日（水）16:00

さいたま市民会館
レイボックホール 藤盛勇紀

東　京 5月30日（火）11:00
　　　　　〜19:00 赤羽会館 雲然俊美

西東京 5月28日（日）15:00
　〜29日（月）17:00 阿佐ヶ谷教会 藤盛勇紀

神奈川 6月24日（土）10:00
　　　　　〜16:00 清水ヶ丘教会 網中彰子

東　海 5月30日（火）13:00
　〜31日（水）15:30 池の平ホテル 黒田若雄

中　部 5月23日（火）13:00
　〜24日（水）13:00 名古屋中央教会 黒田若雄

京　都 5月19日（金）13:30
　〜20日（土）12:00 洛陽教会 雲然俊美

大　阪 5月 9日（火）9:30
　　　　　〜18:00

大阪カテドラル
聖マリア大聖堂 雲然俊美

兵　庫 5月21日（日）16:00
　〜22日（月）18:00

高砂市文化会館
中ホール 網中彰子

東中国 5月22日（月）13：00
〜18:00（リモート）

5月29日（月）2会場（倉
敷・鳥取教会）で選挙 黒田若雄

西中国 5月23日（火）13:30
　〜24日（水）16:00 広島流川教会 網中彰子

四　国 4月28日（金）13:00
　〜29日（土）15:00 松山教会 藤盛勇紀

九　州 5月 2日（火）13:30
　〜 4日（木）15:00 福岡中部教会 雲然俊美

沖　繩 5月28日（日）16:30
　〜29日（月）17:00

沖縄キリスト教
センター 雲然俊美

　
受
験
者
数
が
少
な
か
っ
た

た
め
、
教
師
検
定
試
験
は
二

日
の
日
程
で
終
わ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　
試
験
終
了
後
、
第
41
総
会

期
第
23
回
教
師
検
定
委
員
会

を
開
催
し
た
。
2
0
2
3
年

春
季
教
師
検
定
試
験
の
合
否

の
確
認
、
第
42
総
会
期
教
師

検
定
委
員
会
へ
の
申
し
送
り

事
項
の
確
認
な
ど
を
行
っ

た
。
コ
ロ
ナ
禍
ゆ
え
様
々
な

対
応
を
強
い
ら
れ
て
き
た

が
、
事
務
局
の
尽
力
と
共
に

そ
の
一
つ
一
つ
が
守
ら
れ
た

こ
と
を
感
謝
し
た
い
。

（
清
藤
　
淳
報
）
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神奈川教区総会報告150回

三役再選

　
第
1
5
0
回
神
奈
川
教
区

定
期
総
会
は
2
月
25
日
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

防
止
対
策
を
行
い
な
が
ら
清

水
ヶ
丘
教
会
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。

　
議
事
に
先
立
ち
、
生
野
隆

彦
牧
師
の
司
式
に
よ
り
開
会

礼
拝
が
行
わ
れ
た
。
組
織
会

に
お
い
て
、
議
員
数
2
3
2

名
中
1
4
8
名
の
出
席
に
よ

り
定
足
数
77
名
を
満
た
し
総

会
は
成
立
し
た
。

　「
補
教
師
の
准
允
執
行
に

関
す
る
件
」「
正
教
師
の
按

手
礼
執
行
に
関
す
る
件
」
が

可
決
さ
れ
、
1
名
の
准
允
式

と
2
名
の
按
手
礼
式
が
執
行

さ
れ
た
。
そ
の
際
、
議
決
の

前
に
教
区
が
行
っ
て
い
る

「
志
願
者
が
合
格
し
た
教
師

検
定
試
験
が
神
奈
川
教
区
か

ら
見
て
不
当
で
あ
る
と
ま
で

は
言
え
な
い
」
と
い
う
採
決

に
対
し
て
、
多
く
の
議
論
が

な
さ
れ
た
。

　
2
0
2
3
年
度
教
区
活
動

基
本
方
策
案
お
よ
び
活
動
計

画
案
、
教
区
予
算
案
お
よ
び

各
教
会
負
担
金
割
り
当
て
案

等
が
審
議
さ
れ
、
各
議
案
と

も
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
「
ひ
の
木
教
会
の
解

散
申
請
に
関
す
る
件
」
が
審

安保関連3文書の閣議決定に抗議

議
さ
れ
た
。
60
余
年
の
間
、

ひ
の
木
教
会
の
尊
い
宣
教
の

働
き
を
担
っ
た
牧
師
、
信

徒
、
そ
し
て
主
の
委
託
と
そ

の
働
き
に
感
謝
を
覚
え
、
ま

た
主
の
新
た
な
導
き
を
願
い

つ
つ
、
ひ
の
木
教
会
の
解
散

申
請
を
承
認
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
「
安
保
関
連
3

文
書
の
閣
議
決
定
に
抗
議

し
、
防
衛
費
増
強
、
敵
基
地

攻
撃
能
力
保
有
に
対
す
る
反

対
声
明
に
関
す
る
件
」
が
審

議
さ
れ
た
。
審
議
に
お
い
て

反
対
声
明
文
の
修
正
案
が
提

案
さ
れ
た
が
、
原
案
通
り
可

決
さ
れ
、
神
奈
川
教
区
と
し

て
反
対
声
明
文
を
岸
田
文
雄

内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

　
教
区
三
役
と
常
置
委
員
の

選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
は

古
谷
正
仁
（
蒔
田
）、
副
議

長
に
は
佐
野
匡
（
横
浜
本
郷

台
）
が
再
選
さ
れ
、
書
記
に

宮
川
忠
大
（
横
浜
本
牧
）
が

再
選
任
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
佐
野
副
議
長
か

ら
会
場
教
会
の
清
水
ヶ
丘
教

会
へ
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら

れ
、
閉
会
祈
祷
を
も
っ
て
本

総
会
は
終
了
し
た
。

　
常
置
委
員
選
挙
結
果

【
教
職
】
秋
間
文
子
（
茅
ヶ

崎
南
湖
）、
金
子
信
一
（
湯

河
原
）、平
良
愛
香
（
川
和
）、

難
波
信
義
（
大
船
）、
藤
掛

順
一
（
横
浜
指
路
）、
三
宅

宣
幸
（
元
住
吉
）

【
信
徒
】
荒
木
美
智
子
（
鎌

倉
雪
ノ
下
）、
大
西
誠
（
横

浜
指
路
）、岡
安
博
（
鶴
見
）、

斉
藤
圭
美
（
高
座
渋
谷
）、

堀
木
一
男
（
六
ツ
川
）、
世

安
正
明
（
衣
笠
病
院
）

（
宮
川
忠
大
報
）

　
受
洗
試
問

会
で
、
あ
る

壮
年
の
志
願

者
が
、
洗
礼

を
志
す
よ
う

に
な
っ
た
経

緯
に
つ
い
て
、「
食
前
に
祈

り
を
捧
げ
て
い
た
祖
母
の
姿

や
、
闘
病
の
末
に
召
さ
れ
た

父
を
信
仰
者
と
し
て
支
え
て

い
た
母
の
姿
に
接
し
て
い
た

こ
と
が
あ
る
」
と
語
っ
て
く

れ
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
い
た

複
数
の
役
員
が
、
口
々
に
、

「
実
は
、
私
も
『
宗
教
2
世
』

で
す
」
と
自
己
紹
介
し
て
い

た
。
▼
今
、
世
間
で
は
、「
カ

ル
ト
」
問
題
に
向
き
合
う

中
、
こ
と
「
2
世
」
に
ま
つ

わ
る
問
題
に
関
し
て
は
、「
宗

教
」
の
問
題
と
し
て
捉
え
ら

れ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
会

も
含
め
、
伝
統
的
宗
教
に
お

い
て
も
、
信
仰
者
の
親
に
育

て
ら
れ
た
こ
と
が
傷
み
と
し

て
残
っ
て
い
る
人
が
少
な
か

ら
ず
い
る
の
だ
ろ
う
。
幼
児

洗
礼
を
受
け
て
い
る
者
と
し

て
、
そ
の
傷
み
は
分
か
ら
な

い
で
は
な
い
。
近
し
い
者
と

の
関
係
に
お
い
て
こ
そ
、
相

手
の
人
格
を
尊
重
し
、
無
自

覚
の
内
に
権
利
を
侵
害
し
て

し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に

心
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
▼
し
か
し
、
教
会
の
信

仰
に
は
、
所
与
の
現
実
の
中

に
摂
理
を
受
け
止
め
、
世
の

苦
し
み
の
中
に
神
の
救
い
の

ご
計
画
を
見
出
し
て
行
く
と

い
う
側
面
が
あ
る
。
自
ら
の

歩
み
を
通
し
て
証
を
す
る
時

に
は
、
臆
す
る
こ
と
な
く
語

る
者
で
あ
り
た
い
。「
実
は
、

私
も『
宗
教
2
世
』で
す
」と
。

悲
劇
で
は
な
く
恵
み
を
伝
え

る
た
め
の
言
葉
と
し
て
。

複
合
災
害
へ
の
備
え
を
活
動
方
針
に
　
　

▼
社
会
委
員
会
▲

　
第
1
回
社
会
委
員
会
が
、

2
月
27
日
に
教
団
会
議
室
に

て
開
催
さ
れ
た
。

　
今
期
の
委
員
及
び
委
員
会

組
織
は
以
下
の
通
り
。
委
員

長
・
柳
谷
知
之
、
書
記
・
大

塚
啓
子
、
宣
教
委
員
会
・
柳

谷
知
之
、
真
壁
巌
、
日
本
キ

リ
ス
ト
教
社
会
事
業
同
盟
理

事
・
秋
間
文
子
、
日
本
キ
リ

ス
ト
教
保
育
所
同
盟
理
事
・

金
子
直
子
、
社
会
委
員
会
通

信
担
当
・
高
承
和
、
日
本
キ

リ
ス
ト
教
社
会
事
業
同
盟
・

大
沼
昭
彦
。

　
柳
谷
委
員
長
に
よ
る
開
会

礼
拝
を
さ
さ
げ
、
自
己
紹
介

の
後
、
業
務
報
告
、
会
計
報

告
等
を
受
け
協
議
に
入
っ

た
。

　
ま
ず
「
日
本
基
督
教

団
社
会
活
動
基
本
方
針
」

（
1
9
6
6
年
10
月
26
日
、

第
14
回
総
会
に
て
決
定
）
を

輪
読
し
、
共
通
理
解
と
し
て

踏
ま
え
、
活
動
し
て
い
く
こ

と
を
申
し
合
わ
せ
た
。

　
続
い
て
、
前
期
社
会
委
員

会
の
申
し
送
り
事
項
を
確
認

し
、
今
期
の
活
動
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
。「
日
本
基
督

教
団
社
会
活
動
方
針
」
C
災

害
救
援
活
動
、
及
び
第
41
総

会
期
社
会
委
員
会
申
し
送
り

事
項
「
⑥
教
団
救
援
対
策
室

及
び
各
教
区
と
の
緊
密
な
連

携
を
も
っ
て
今
後
予
想
さ
れ

る
複
合
災
害
に
対
応
し
て
も

ら
い
た
い
」
を
受
け
て
、
複

合
災
害
へ
の
備
え
を
今
期
の

活
動
方
針
と
し
た
。
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
学
び

を
深
め
る
と
同
時
に
、
全
国

社
会
委
員
長
会
議
を
同
テ
ー

マ
で
2
0
2
4
年
度
に
開
催

す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。

　
社
会
福
祉
施
設
援
助
金
に

関
し
て
、
申
請
の
あ
っ
た
5

教
区
5
施
設
の
申
請
を
認

め
、
各
10
万
円
援
助
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。
な
お
、
こ

の
援
助
金
は
、
原
則
法
人
格

を
も
た
な
い
団
体
に
援
助
す

る
も
の
で
あ
る
た
め
、
推
薦

す
る
教
区
に
は
確
認
の
上
、

推
薦
を
お
願
い
し
た
い
。

　「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
救
援
募
金
」

に
つ
い
て
は
、
2
0
2
3
年

3
月
末
と
し
て
い
た
期
限
を

8
月
末
ま
で
延
長
す
る
こ

と
。
在
日
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難

民
の
支
援
に
当
た
っ
て
い
る

Y
M
C
A
に
第
2
回
目
の
送

金
を
行
う
こ
と
を
決
議
し

後列左より、秋間、高各委員
前列左より、大塚書記、柳谷委員長、

金子（オンライン）、真壁各委員

退
任
帰
国
宣
教
師
2
名
か
ら
報
告
を
聞
く

▼
世
界
宣
教
委
員
会
▲

　
第
1
回
世
界
宣
教
委
員
会

が
、
3
月
9
日
、
10
日
の
両

日
、
秋
山
徹
総
幹
事
、
道
家

紀
一
総
務
幹
事
、
10
日
に
は

左より、西之園前委員長、戸根委員、廣石委員長、
オンライン、阿部、高田（事務局）、

ジャンセン委員、
白、宮本各氏、左近書記、秋山総幹事

西
之
園
路
子
前
委
員
長
の
同

席
の
も
と
、
教
団
会
議
室
で

対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
っ

て
開
催
さ
れ
た
。
今
期
の
委

員
並
び
に
委
員
会
組
織
は
次

の
通
り
。
委
員
長
・
廣
石
望
、

書
記
・
左
近
深
恵
子
、
阿
部

倫
太
郎
、
白
正
煥
、
戸
根
裕

士
、
ウ
ェ
イ
ン
・
ジ
ャ
ン
セ

ン
、
宮
本
和
武
。
世
界
宣
教

委
員
会
の
任
務
に
つ
い
て
、

秋
山
総
幹
事
、
道
家
総
務
幹

事
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。

　
当
委
員
会
の
働
き
と
し

て
、
各
国
に
派
遣
さ
れ
て
い

る
派
遣
宣
教
師
の
状
況
を

確
認
し
、
遣
わ
さ
れ
た
地
域

の
宣
教
課
題
を
共
有
し
て
い

る
。
パ
ラ
グ
ア
イ
・
ピ
ラ

ポ
自
由
メ
ソ
ジ
ス
ト
酒
井
兄

姉
記
念
教
会
に
遣
わ
さ
れ
て

い
た
江
原
有
輝
子
派
遣
宣
教

師
お
よ
び
ベ
ル
ギ
ー
・
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
日
本
語
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
教
会
に
遣
わ
さ
れ

て
い
た
伊
勢
希
派
遣
宣
教
師

が
退
任
帰
国
さ
れ
、
今
回
二

人
か
ら
宣
教
報
告
を
受
け

た
。江
原
派
遣
宣
教
師
か
ら
、

現
地
の
厳
し
い
状
況
の
中
、

数
人
の
礼
拝
出
席
に
よ
っ
て

礼
拝
が
守
ら
れ
、
交
わ
り
が

深
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
伊

勢
派
遣
宣
教
師
か
ら
、
留
学

や
駐
在
な
ど
に
よ
り
礼
拝
出

席
者
が
流
動
的
で
は
あ
る

が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
オ

ン
ラ
イ
ン
で
礼
拝
を
守
る
こ

と
を
通
し
て
、
聖
餐
の
重
み

と
日
本
語
で
礼
拝
を
守
る
こ

た
。
ま
た
、
前
期
発
行
予
定

で
あ
っ
た
「
社
会
委
員
会
通

信
」
第
51
号
を
今
期
の
委
員

会
で
発
行
す
る
こ
と
を
決
め

た
。

（
大
塚
啓
子
報
）

と
の
喜
び
を
教
会
が
再
確
認

し
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ

た
。
委
員
会
は
江
原
派
遣
宣

教
師
、
伊
勢
派
遣
宣
教
師
の

退
任
お
よ
び
秋
葉
睦
子
派
遣

宣
教
師
（
ベ
ル
リ
ン
日
本
語

教
会
）
の
任
期
延
長
を
承
認

し
た
。
当
委
員
会
は
限
ら
れ

た
予
算
内
で
は
あ
る
が
、
派

遣
宣
教
師
の
語
学
習
得
や
医

療
の
た
め
の
経
費
、
緊
急
費

を
補
助
し
て
お
り
、
医
療
費

の
補
助
に
つ
い
て
も
承
認
し

た
。
西
之
園
前
委
員
長
か
ら

も
、
各
派
遣
先
の
現
況
と
課

題
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ

た
。
在
外
教
師
と
家
族
に
対

し
、
教
団
全
体
が
よ
り
関
心

を
高
め
、
祈
り
を
合
わ
せ
て

ゆ
く
必
要
を
感
じ
た
。

　
ま
た
、
協
約
関
係
に
あ
る

教
会
と
の
宣
教
協
力
の
た

め
、
当
委
員
会
の
も
と
に
招

集
さ
れ
る
小
委
員
会
（
ス
イ

ス
・
台
湾
・
韓
国
協
約
委
員

会
、
国
際
関
係
委
員
会
、
宣

教
師
人
事
・
支
援
委
員
会
）

の
委
員
を
選
任
し
た
。

　
協
約
関
係
等
に
あ
る
海
外

教
会
の
協
議
会
や
フ
ォ
ー
ラ

ム
、
総
会
な
ど
に
も
、
当
委

員
会
委
員
や
担
当
職
員
が
出

席
し
て
い
る
。
西
之
園
前
委

員
長
か
ら
、
W
C
C
総
会
、

E
M
S（
連
帯
福
音
宣
教
会
）

50
周
年
記
念
祝
賀
会
、
同
総

会
、
北
東
ア
ジ
ア
・
チ
ャ
ー

チ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
出
席

し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

今
後
、
海
外
諸
教
会
と
の
連

絡
は
、
総
幹
事
室
が
窓
口
と

な
り
、
世
界
宣
教
委
員
会
が

協
力
し
て
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
そ
の
他
、「
日
独
ユ
ー
ス

ミ
ッ
シ
ョ
ン
2
0
2
3
」
に

当
委
員
会
が
協
力
し
、
支
援

を
行
う
こ
と
を
承
認
し
た
。

（
左
近
深
恵
子
報
）
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中
部
教
区
の
特
色
に
教
区

内
互
助
・
助
合
伝
道
が
あ
る
。

1
9
5
3
年
度
第
3
回
中
部
教

区
総
会
で
「
教
会
互
助
献
金
運

動
」
が
決

議
さ
れ
て
以

来
、
70
年

の
歴
史
を
重

ね
て
き
た
。

2
0
2
3
年

度
の
助
合
伝

道
会
計
の

予
算
は
約

2
3
0
0
万
円
。
財
源
は
、
教
会

に
よ
る
助
合
伝
道
献
金
、
教
師
に

よ
る
献
金
（
教
師
互
助
会
費
よ
り

60
％
繰
入
）、
信
徒
に
よ
る
互
助

制
度
を
支
え
る
自
主
献
金
で
あ

る
。
教
団
伝
道
資
金
も
こ
の
会
計

で
運
用
し
て
い
る
。
伝
道
の
困
難

な
教
会
・
伝
道
所
を
、
教
区
全
体

で
祈
り
支
え
合
っ
て
き
た
。

　
助
合
伝
道
会
計
の
援
助
科
目
に

は
、
謝
儀
援
助
、
伝
道
費
援
助
、

教
師
退
職
一
時
金
積
立
援
助
、
赴

任
費
援
助
、
聖
礼
典
執
行
援
助
が

あ
る
。
こ
れ
ら
は
第
2
種
教
会
・

伝
道
所
の
申
請
に
よ
り
、
主
に
各

地
区
会
長
と
財
務
委
員
長
で
組
織

す
る
互
助
委
員
会
で
援
助
案
を
作

成
し
て
い
る
。
ま
た
経
常
収
入

6
0
0
万
円
未
満
の
教
会
が
申
請

す
る
個
別
の
伝
道
活
動
に
対
す
る

伝
道
活
動
援
助
費
が
あ
り
、
こ
ち

ら
は
伝
道
部
で
扱
っ
て
い
る
。

　
昨
年
度
『
中
部
教
区
史
資
料
集

（
八
）』
を
刊
行
し
た
。
巻
頭
言
を

記
す
に
あ
た
り
既
刊
の
資
料
集
に

目
を
通
し
た
が
、
中
部
教
区
が
互

助
・
助
合
伝
道
と
共
に
歩
ん
で
き

た
こ
と
を
改
め
て
知
ら
さ
れ
た
。

1
9
7
0
年
度
の
教
区
総
会
に
上

程
さ
れ
た
宣
教
基
本
方
針
（
案
）

は
、
多
様
な
宣
教
理
解
の
も
と
決

議
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
翌
年

の
総
会
で
廃
案
と
な
っ
た
が
、
互

助
だ
け
は
進
め
て
い
く
こ
と
に

な
っ
た
。
当
時
の
状
況
を
記
し
た

資
料
集
の
中
に
、「
中
部
教
区
常

置
委
員
会
は
、『
信
仰
告
白
』
を

基
盤
に
教
憲
教
規
に
準
拠
す
る
と

い
う
基
本
線
を
堅
持
し
」
と
記
し

た
歴
代
議
長
の
一
文
も
あ
る
。

　
申
請
す
る
教
会
は
増
え
続
け
て

い
る
が
、
今
の
規
模
の
会
計
を
維

持
し
て
い
く
の
は
難
し
く
、
大
胆

な
改
革
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で

問
わ
れ
る
の
は
、
教
会
の
伝
統
や

主
義
主
張
や
目
先
の
解
決
策
で
は

な
い
。
日
本
基
督
教
団
の
教
会
と

し
て
の
最
低
限
の
一
致
で
あ
る
。

（
中
部
教
区
議
長
）

教区議長コラム
♦　中部教区　♦ 

田口　博之

中
部
教
区
の
助
合（
た
す
け
あ
い
）伝
道

◎期　　日　2023年8月29日（火）～ 9月5日（火）
◎募集人数　5名（応募人数を超えた場合選考あり）
◎応募資格　18歳以上35歳まで（日常英会話ができ

ること）。求道者可。
＊申込書の他、志望理由書、日本基督教団牧師の推薦

状提出。事前オリエンテーション要参加。
◎参 加 費　1万円（渡航費は教団が負担）、国内交通

費は自己負担。
◎滞 在 費　無料（台湾基督長老教会が負担）
◎申込締切　2023年6月15日（木）
◎問合わせ　日本基督教団教育委員会（℡03-3202-0544）
◎主　　催　日本基督教団・台湾基督長老教会
◎後　　援　学生キリスト教友愛会（SCF）
＊日本基督教団HPもあわせてご覧下さい。

台湾ユースミッション2023
台湾基督長老教会の青年との交流プログラム

参加者募集

常議員会常議員会第42総会期第　 　回4・5

教
区
総
会
に
機
構
改
定
の
検
討
を
願
う
文
書
を
送
付

第
4
回
常
議
員
会
（
臨
時
）

　
3
月
6
日
、
常
議
員
30
名

中
28
名
が
出
席
し
て
教
団
会

議
室
で
行
わ
れ
た
。

　
東
野
尚
志
常
議
員
が
10
名

の
共
同
提
案
者
と
共
に
提
案

し
た
一
議
案
を
扱
っ
た
。
議

案
は
、
機
構
改
定
案
の
協
議

を
「
引
き
続
き
継
承
し
て
よ

り
深
化
・
具
体
化
」さ
せ
、「
各

教
区
総
会
に
お
い
て
も
有
意

な
議
論
を
継
続
的
に
展
開
す

る
た
め
」、「
教
団
機
構
改
定

案
検
討
委
員
会
」
を
設
置
す

る
こ
と
を
求
め
る
も
の
。

　
東
野
常
議
員
は
議
案
の
趣

旨
に
つ
い
て
、「
第
42
回
教

団
総
会
に
機
構
改
定
案
を
提

案
せ
ず
、
機
構
改
定
の
目
的

と
課
題
を
確
認
す
る
議
案

（
40
号
）
を
提
案
し
た
の
は
、

コ
ロ
ナ
に
よ
り
各
教
区
で
充

分
な
議
論
が
で
き
な
か
っ
た

か
ら
。
昨
年
、
常
議
員
会
か

ら
教
区
総
会
に
送
っ
た
『
機

構
改
定
案
』
は
、『
議
案
第

40
号
』
の
可
決
に
よ
っ
て
白

紙
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。既
に
送
ら
れ
て
い
る『
機

構
改
定
案
』
に
つ
い
て
教
区

総
会
で
協
議
を
す
る
こ
と
を

求
め
る
と
共
に
、
教
区
か
ら

の
意
見
を
受
け
止
め
る
委
員

会
が
必
要
」
と
述
べ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
教
団
総

会
に
機
構
改
定
案
が
提
案
さ

れ
な
か
っ
た
背
景
に
は
、「
教

団
伝
道
対
策
検
討
委
員
会
」

の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、

常
議
員
会
に
お
い
て
主
体
的

に
議
論
す
べ
き
と
い
う
理
由

も
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、

現
段
階
で
の
委
員
会
設
置
に

反
対
す
る
意
見
が
あ
っ
た
。

　
雲
然
俊
美
議
長
は
、
取
り

扱
い
に
つ
い
て
、
本
議
案
を

継
続
に
し
た
上
で
、
そ
の
趣

与
え
ら
れ
た
課
題
に
向
き
合
お
う
と
し
て

▼
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
▲

　
前
回
報
告
（
2
0
2
2
年

8
月
）
以
降
、
6
回
の
運
営

委
員
会
を
行
な
っ
た
（
内
2

回
は
常
任
）。
こ
の
複
数
回
、

セ
ン
タ
ー
が
過
去
様
々
な
混

乱
や
痛
み
を
経
験
し
て
き
た

こ
と
を
踏
ま
え
、「
日
本
基

督
教
団
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー

規
約
」
に
加
え
「
部
落
解
放

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
内

規
」
作
成
を
検
討
・
審
議
し

制
定
に
い
た
っ
た
。

　
第
42
総
会
期
第
1
回
運
営

委
員
会
（
2
月
28
日
～
3
月

1
日
：
教
団
会
議
室
・
オ
ン

ラ
イ
ン
併
用
）
で
は
、
前
期

制
定
さ
れ
た
内
規
に
基
づ
き

運
営
委
員
長
に
鈴
木
祈
（
大

阪
）、
運
営
副
委
員
長
に
韓

守
賢
（
北
海
）、
書
記
に
西

川
幸
作
（
中
部
）
を
選
出
し

た
。
さ
ら
に
常
任
運
営
委

員
と
し
て
山
内
英
子
（
東
中

国
）、
高
橋
真
軌
（
東
京
）

の
2
名
を
選
出
し
た
。

　
そ
の
他
、
主
に
以
下
の
事

柄
の
報
告
を
受
け
、
ま
た
決

議
し
た
。
①
セ
ン
タ
ー
の
対

外
業
務
に
お
い
て
発
生
し
た

問
題
に
つ
い
て
、
新
タ
ス
ク

チ
ー
ム
に
お
い
て
で
き
る

だ
け
早
急
の
対
応
に
努
め

る
。
②
活
動
委
員
会
と
の
合

同
協
議
会
を
開
催
す
る
。
③

延
期
と
な
っ
て
い
る
部
落
解

放
全
国
会
議
in
京
都
実
行
委

員
会
に
新
運
営
委
員
長
を
派

遣
す
る
。
④
農
村
伝
道
神
学

校
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
宣
教
セ

ン
タ
ー
と
共
に
始
め
た
ア

フ
ァ
ー
ミ
ン
グ
・
ミ
ニ
ス
ト

リ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
再

開
し
研
究
生
と
共
に
学
び
を

深
め
て
ゆ
く
。
⑤
2
0
2
3

年
度
セ
ン
タ
ー
予
算
案
承

認
。
⑥
キ
リ
ス
ト
者
に
よ
る

狭
山
要
請
行
動
を
引
き
続

き
行
な
っ
て
い
る
。
⑦
セ
ン

タ
ー
H
P
お
よ
び
組
織
図

等
を
整
え
て
い
く
。

　
毎
年
7
月
の
第
2
日
曜
日

は
「
部
落
解
放
祈
り
の
日
」

で
あ
る
。
22
年
度
ア
ン
ケ
ー

ト
集
計
結
果
を
分
か
ち
合
っ

た
。
各
地
で
差
別
の
な
い
世

を
求
め
、
祈
り
が
合
わ
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
。

2
0
2
3
年
度
も
「
部
落
解

放
祈
り
の
日
」
を
覚
え
て
い

た
だ
き
た
い
。
こ
れ
か
ら
も

部
落
解
放
運
動
に
取
り
組

み
、苦
し
む
人
と
共
に
泣
き
、

喜
び
、
共
に
差
別
を
容
認
す

る
社
会
の
構
造
に
抗
し
て
ゆ

け
る
よ
う
、
全
国
の
信
仰
の

友
、
そ
し
て
差
別
に
抗
す
る

各
団
体
と
連
帯
し
、
学
び
と

行
動
を
深
め
る
た
め
に
努
力

し
て
ゆ
き
た
い
。

（
西
川
幸
作
報
）

　
公
告

　
教
師
検
定
委
員
会
で
は
、
教
師
検
定
規
則
第
6
条
⑥

に
基
づ
き
、同
規
則
第
3
条
6
号
対
象
者（
所
謂
Ｃ
コ
ー

ス
受
験
者
）
に
対
す
る
認
定
面
接
を
左
記
の
よ
う
に
実

施
し
ま
す
。

　
2
0
2
4
年
春
季
試
験
以
降
に
新
た
に
Ｃ
コ
ー
ス
受

験
を
志
願
さ
れ
る
方
は
、
本
委
員
会
の
指
定
し
た
書
類

を
2
0
2
3
年
7
月
14
日
（
金
）
ま
で
に
ご
提
出
い
た

だ
き
、左
記
日
程
の
面
接
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。
な
お
、

面
接
要
領
・
提
出
書
類
用
紙
に
つ
い
て
は
、
一
一
〇
円

切
手
を
同
封
の
上
、
本
委
員
会
事
務
局
に
直
接
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

★
認
定
面
接

　
日
時
　 

2
0
2
3
年
9
月
14
日
（
木
）
午
後 

　
場
所
　 

大
阪
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー 

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
面
接
に
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　
な
お
、
認
定
面
接
予
定
者
に
は
、
書
類
受
付
後
、
案

内
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　
　
2
0
2
3
年
4
月
22
日

日
本
基
督
教
団
教
師
検
定
委
員
会

　
　
〒
1
6
9

−

0
0
5
1

　
　
　
東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
2

−

3

−

18

−

31

　
　
　
電
話
　
0
3

−

3
2
0
2

−

0
5
4
6

旨
を
生
か
す
べ
く
、
教
区
総

会
に
向
け
て
文
書
を
発
信
す

る
こ
と
と
し
、
次
回
常
議
員

会
で
審
議
す
る
こ
と
を
提

案
、
過
半
数
の
賛
成
で
可
決

し
た
。

第
5
回
常
議
員
会
（
臨
時
）

　
3
月
27
日
、
常
議
員
27
名

が
出
席
し
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行

わ
れ
た
。
23
年
春
季
検
定
試

験
合
格
者
21
名
、
教
師
転
入

1
名
、
教
師
退
任
4
名
を
承

認
し
た
後
、
継
続
と
な
っ
て

い
る
機
構
改
定
検
討
委
員
会

設
置
議
案
を
審
議
し
た
。

　
雲
然
議
長
は
、
三
役
か
ら

の
提
案
と
し
て
、「
議
案
を

取
り
下
げ
て
い
た
だ
き
、
教

区
総
会
に
文
書
を
送
る
こ
と

を
付
随
議
案
と
し
て
提
案
す

る
」
と
述
べ
、
教
区
総
会
に

送
付
す
る
文
書
「
教
団
機
構

改
定
の
検
討
に
つ
い
て
」
を

提
示
し
た
。
文
書
は
、
こ
れ

ま
で
の
経
緯
を
説
明
し
た
上

で
、
引
き
続
き
教
団
機
構
改

定
に
関
す
る
協
議
お
よ
び
検

討
を
進
め
る
こ
と
を
お
願
い

し
て
い
る
。

　
東
野
常
議
員
は
、
機
構
改

定
案
が
継
続
し
て
い
る
こ
と

が
示
さ
れ
、
提
案
し
た
こ
と

の
趣
旨
は
受
け
止
め
ら
れ
た

と
し
、
共
同
提
案
者
と
共
に

議
案
を
取
り
下
げ
た
。

　
雲
然
議
長
は
、
今
回
協
議

し
た
文
書
を
、
昨
年
の
教
区

総
会
に
送
っ
た
「
教
団
機
構

改
定
に
関
す
る
検
討
資
料

Ⅱ
」、
教
団
総
会
で
可
決
し

た
「
議
案
第
40
号
」
と
共
に

各
教
区
総
会
に
送
る
こ
と
、

ま
た
総
会
準
備
中
の
今
の
時

期
に
各
教
区
議
長
に
送
る
こ

と
を
提
案
、
賛
成
多
数
で
可

決
し
た
。（

新
報
編
集
部
報
）

前列左から、西川書記、三吉明、亀岡顕、難波信義、
高橋真軌、上原惠各委員、鈴木委員長、
加藤恵、山内英子各委員、韓副委員長

後列左から秋山徹総幹事、塩見和樹、真鍋孝幸、
飯塚拓也、深見祥弘、木村知樹、金井創、谷本美樹、

後藤慧、上野玲奈、森なお（オンライン）各委員

お詫び・訂正
　新報4993・94号2面「笹島」記事のタイトル「野宿者
を支援する会」を「ささしま共生会」に、お詫びして
訂正いたします。
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2
月
27
日
、
キ
リ
ス
ト
者

に
よ
る
狭
山
要
請
行
動
が
行

わ
れ
た
。
午
前
中
に
は
、
日

比
谷
図
書
文
化
館
大
ホ
ー
ル

で
学
習
会
が
あ
り
、
安
田
聡

さ
ん
（
部
落
解
放
同
盟
中
央

本
部
中
央
狭
山
闘
争
本
部
）

か
ら
、「
狭
山
第
三
次
再
審

の
現
状
と
課
題
」
と
題
す
る

講
演
を
聞
い
た
。

　
講
演
で
は
先
ず
、
事
件
当

時
、
犯
人
を
取
り
逃
が
し
た

警
察
に
対
す
る
非
難
が
激
し

く
な
る
中
、
被
差
別
部
落
へ

の
見
込
み
捜
査
が
行
わ
れ
、

石
川
一
雄
さ
ん
が
逮
捕
さ

れ
、
一
か
月
に
わ
た
る
拘
留

の
中
で
な
さ
れ
た
自
白
に
基

づ
き
、
逮
捕
か
ら
半
年
も
経

13のキリスト教諸団体が
要請文を提出

 ▼狭山要請行動 ▼

た
ず
に
死
刑
判
決
が
出
さ
れ

た
流
れ
を
振
り
返
っ
た
。

　
ま
た
、
そ
の
後
の
活
動
、

特
に
「
第
三
次
再
審
請
求
」

の
経
過
に
つ
い
て
触
れ
、
取

り
調
べ
の
際
の
録
音
が
開
示

さ
れ
、
石
川
さ
ん
が
無
実
を

主
張
し
て
い
た
こ
と
、
証
拠

と
さ
れ
た
被
害
者
の
万
年

筆
の
イ
ン
ク
が
、
被
害
者
が

使
っ
て
い
た
イ
ン
ク
と
元
素

が
異
な
る
こ
と
な
ど
が
新
た

に
判
明
し
た
こ
と
を
説
明

し
、
事
実
調
べ
を
行
う
こ
と

の
重
要
さ
を
強
調
し
た
。

　
講
演
に
続
い
て
、
奥
村
豊

秘
書
（
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
部

落
差
別
人
権
委
員
会
）
が
、

13
の
キ
リ
ス
ト
教
諸
団
体
が

名
を
連
ね
る
、「
要
請
文
」

を
朗
読
。
要
請
文
で
は
、
狭

山
事
件
再
審
弁
護
団
が
請
求

す
る
11
人
の
鑑
定
人
尋
問
と

万
年
筆
に
関
わ
る
鑑
定
を
速

や
か
に
実
施
す
る
よ
う
求

め
、
加
え
て
、
科
学
分
析
に

よ
る
新
証
拠
が
出
さ
れ
た
こ

と
の
意
義
や
、
狭
山
事
件
へ

の
取
り
組
み
が
、
キ
リ
ス
ト

者
と
し
て
部
落
差
別
を
な
く

す
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と

な
ど
を
主
張
し
て
い
る
。

　
午
後
に
は
東
京
高
等
裁
判

所
を
訪
れ
、
大
野
勝
則
裁
判

長
に
宛
て
て
要
請
文
を
提
出

し
た
。
奥
村
貴
充
議
長
（
部

落
問
題
に
取
り
組
む
キ
リ
ス

ト
教
連
帯
会
議
）
が
要
請
文

を
朗
読
・
提
出
し
、
雲
然
俊

美
議
長
を
は
じ
め
、
参
加
教

団
・
教
派
の
代
表
が
一
人
ず

つ
要
請
す
る
思
い
を
訴
え

た
。

　
裁
判
所
前
で
写
真
撮
影
を

し
た
後
、
秋
山
徹
総
幹
事
が

閉
会
の
祈
り
を
捧
げ
た
。

（
新
報
編
集
部
報
）

　
国
別
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
が
発
表

さ
れ
、日
本
は
前
年
よ
り
7
位
上
昇
。

と
は
い
え
、
1
3
7
カ
国
中
47
位
、

Ｇ
7
で
は
安
定
の
最
下
位
だ
。
一
昨

年
ユ
ニ
セ
フ
が
公
表
し
た
子
ど
も
の

幸
福
度
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
38
カ

国
中
ワ
ー
ス
ト
2
位
。高
校
生
が「
自

分
に
は
価
値
が
あ
る
」
と
考
え
る
自

己
肯
定
感
も
、日
本
は
極
端
に
低
い
。

専
門
家
は
様
々
に
分
析
す
る
が
、
自

己
肯
定
感
の
低
さ
は
、
他
の
多
く
の

問
題
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
る
。

　「
空
の
鳥
を
よ
く
見
な
さ
い
。
…

あ
な
た
が
た
は
、
鳥
よ
り
も
価
値
あ

る
も
の
で
は
な
い
か
。
…
野
の
花
が

ど
の
よ
う
に
育
つ
の
か
、
注
意
し
て

見
な
さ
い
。
…
神
は
こ
の
よ
う
に

装
っ
て
く
だ
さ
る
。
ま
し
て
、
あ
な

た
が
た
に
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
は

な
い
か
、
信
仰
の
薄
い
者
た
ち
よ
」

と
イ
エ
ス
は
言
わ
れ
た
。

　
命
が
萌
え
出
す
春
、
慰
め
ら
れ
励

ま
さ
れ
、
心
打
た
れ
た
り
す
る
。
し

か
し
、
か
え
っ
て
自
分
の
命
の
こ
と

で
思
い
悩
み
、
空
し
さ
を
覚
え
る
人

も
決
し
て
少
な
く
な
い
。「
あ
な
た

が
た
（
私
た
ち
）
に
は
な
お
さ
ら
の

こ
と
」
と
、
自
分
の
価
値
に
驚
き
、

喜
べ
る
人
は
幸
い
だ
。

　「
信
仰
の
薄
い
者
た
ち
よ
」。
イ
エ

ス
が
問
題
に
し
て
い
る
信
仰
は
、
唯

一
の
神
の
存
在
を
信
じ
る
な
ど
と

い
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。「
あ
な
た

が
た
は
、
鳥
よ
り
も
価
値
が
あ
る
も

の
で
は
な
い
か
」、「
あ
な
た
が
た
に

は
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
は
な
い
か
」、

そ
れ
を
知
ら
な
い
の
か
、
と
主
は
問

う
て
お
ら
れ
る
。
萌
え
出
る
よ
う
な

命
を
、
私
た
ち
は
現
し
て
い
る
だ
ろ

う
か
。

（
教
団
総
会
副
議
長
　
藤
盛
勇
紀
）

命
が
萌
え
出
す
春

命
が
萌
え
出
す
春

　
常
岡
容
子
さ
ん
の
長
男
、
常
岡

兼
介
さ
ん
は
1
9
6
7
年
に
生
ま

れ
た
。初
め
は
気
付
か
な
か
っ
た
。

し
か
し
2
歳
違
い
で
生
ま
れ
た
弟

に
発
育
の
面
で
追
い
越
さ
れ
て
い

く
の
で
、
何
か
あ
る
の
で
は
と
思

う
よ
う
に
な
っ
た
。
3
歳
児
検
診

の
時
、ダ
ウ
ン
症
と
診
断
さ
れ
た
。

目
の
前
が
真
っ
暗
に
な
っ
た
。
雨

が
降
る
中
、
検
診
会
場
か
ら
二
人

で
逃
げ
る
よ
う
に
帰
宅
し
た
。
不

安
と
絶
望
し
か
な
か
っ
た
。
障
害

イ
コ
ー
ル
不
幸
と
思
い
込
ん
で
い

た
。
新
聞
雑
誌
の
ダ
ウ
ン
症
の
記

事
は
見
な
い
よ
う
に
し
た
。
そ
れ

は
自
分
の
恥
だ
っ
た
。
少
し
で
も

正
常
な
子
ど
も
に
近
づ
け
よ
う
と

七
転
八
倒
。
今
に
し
て
み
る
と
申

し
訳
な
い
こ
と
を
し
た
と
い
う
。

　
長
い
格
闘
の
果
て
に
、
あ
る
と

き
夫
は
容
子
さ
ん
に
言
っ
た
。「
親

が
恥
を
か
い
て
兼
介
が
幸
せ
に
な

る
な
ら
、
大
い
に
恥
を
か
い
て
や

ろ
う
よ
」と
。
目
か
ら
鱗
だ
っ
た
。

「
あ
り
の
ま
ま
の
兼
介
を
受
け
入

れ
よ
う
。
兼
介
の
お
母
さ
ん
と
い

う
看
板
を
背
負
っ
て
い
こ
う
。
兼

介
が
い
て
良
か
っ
た
と
い
う
人
生

に
し
よ
う
」。
そ
う
決
心
し
た
。

　
兼
介
さ
ん
は
今
、
地
域
社
会
に

開
か
れ
た
障
害
者
の
共
同
体
を
め

ざ
す
南
高
愛
隣
会
で
働
い
て
い

る
。
容
子
さ
ん
は
そ
こ
の
評
議
員

だ
。高
校
で
英
語
を
教
え
な
が
ら
、

別
の
障
害
者
団
体
の
運
営
に
も
関

わ
っ
た
。
わ
が
子
の
障
害
を
受
け

容
れ
ら
れ
ず
、
障
害
者
手
帳
を
申

請
で
き
な
い
で
い
る
親
を
説
得
し

て
き
た
。
自
ら
の
体
験
が
そ
う
さ

せ
た
。

　
容
子
さ
ん
は
青
山
学
院
大
学
入

学
が
き
っ
か
け
で
教
会
と
出
会
っ

た
。
先
生
に
教
会
に
行
く
よ
う
に

言
わ
れ
て
、
素
直
に
そ
う
し
た
と

い
う
。
し
か
し
洗
礼
を
受
け
た
の

は
ず
っ
と
後
だ
。
兼
介
さ
ん
が
11

歳
の
と
き
、
島
原
教
会
で
受
洗
し

た
。
兼
介
さ
ん
も
3
年
後
に
洗
礼

を
受
け
た
。
現
在
の
主
任
、
樋
口

牧
師
は
言
う
。「
も
し
兼
介
さ
ん

が
い
な
か
っ
た
ら
、
容
子
さ
ん
は

教
会
と
は
関
係
な
く
生
き
た
は

ず
。彼
女
に
福
音
の
真
理
を
教
え
、

支
え
て
き
た
の
は
、
他
の
誰
で
も

な
く
、
兼
介
さ
ん
で
あ
る
よ
う
に

見
え
る
」
と
。

ダウン症の息子と共に

島原教会員

常岡　容子さん

歳
。
広
島
県
生
ま
れ
。
55
年

同
志
社
大
学
大
学
院
修
了
、

56
年
よ
り
福
島
町
、
堅
田
、

長
浜
、彦
根
教
会
を
牧
会
し
、

広
島
キ
リ
ス
ト
教
社
会
館
に

務
め
、
西
中
国
教
区
巡
回
教

師
、
上
下
教
会
を
経
て
13
年

隠
退
。
遺
族
は
娘
・
伊
加
栄

さ
ん
。

中
山
月
夫（
隠
退
教
師
）

　
23
年
1
月
18
日
逝
去
、
92

歳
。
大
阪
府
生
ま
れ
。
56
年

同
志
社
大
学
大
学
院
修
了
、

同
年
よ
り
東
室
蘭
、
室
蘭
知

利
別
教
会
を
牧
会
し
、
北
海

教
区
に
務
め
、
日
本
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
、
和
泉

教
会
を
経
て
07
年
隠
退
。
遺

族
は
妻
・
中
山
哲
子
さ
ん
。

古
澤
啓
太（
神
戸
東
部
教
会

主
任
担
任
教
師
）

　
23
年
2
月
7
日
逝
去
、
49

歳
。
群
馬
県
生
ま
れ
。
99
年

関
西
学
院
大
学
大
学
院
修

了
、
同
年
よ
り
神
戸
栄
光
、

飫
肥
、
神
戸
東
部
教
会
を
牧

会
。
遺
族
は
妻
・
古
澤
百
代

さ
ん
。

脇
本
　
寿（
隠
退
教
師
）

　
23
年
2
月
22
日
逝
去
、

1
0
2
歳
。岡
山
県
生
ま
れ
。

43
年
同
志
社
大
学
卒
業
、
46

年
よ
り
弓
町
本
郷
、
倉
敷
、

西
条
、
倉
敷
、
旭
東
教
会
を

牧
会
し
、
91
年
隠
退
。
遺
族

は
息
・
脇
本
泰
さ
ん
。

越
智
常
雄（
隠
退
教
師
）

　
23
年
3
月
2
日
逝
去
、
90

歳
。
広
島
県
生
ま
れ
。
58
年

同
志
社
大
学
大
学
院
修
了
、

同
年
よ
り
岡
本
、
宇
和
島
信

愛
、
大
阪
大
道
、
香
里
ヶ
丘
、

南
大
阪
教
会
を
牧
会
し
、
02

年
隠
退
。
遺
族
は
妻
・
越
智

恵
子
さ
ん
。

坂
口
孝
代（
隠
退
教
師
）

　
23
年
3
月
4
日
逝
去
、
94

歳
。
和
歌
山
県
生
ま
れ
。
59

年
農
村
伝
道
神
学
校
卒
業
、

同
年
よ
り
東
和
歌
山
教
会
を

牧
会
し
、
01
年
隠
退
。
遺
族

は
娘
・
小
林
結
花
さ
ん
。

人
見
　
勝（
大
江
野
の
花
教

会
主
任
担
任
教
師
）

　
23
年
3
月
5
日
逝
去
、
79

歳
。
京
都
府
生
ま
れ
。
91
年

受
允
、
95
年
受
按
、
91
年
よ

り
大
江
町
伝
道
所（
98
年
よ

り
大
江
野
の
花
教
会
）
を
牧

会
。
遺
族
は
妻
・
人
見
聖
子

さ
ん
。

津
村
友
昭（
新
松
戸
伝
道
所

主
任
担
任
教
師
）

　
23
年
3
月
8
日
逝
去
、
81

歳
。
大
阪
府
生
ま
れ
。
66
年

日
本
聖
書
神
学
校
卒
業
、
67

年
よ
り
大
三
、
浦
和
東
、
戸

塚
教
会
、
新
松
戸
伝
道
所
を

牧
会
。
遺
族
は
妻
・
津
村
悦

子
さ
ん
。

飯
塚
光
喜（
藤
沢
ベ
テ
ル
伝

道
所
主
任
担
任
教
師
）

　
23
年
3
月
9
日
逝
去
、
93

歳
。
福
島
県
生
ま
れ
。
59
年

日
本
聖
書
神
学
校
卒
業
、
61

年
よ
り
か
に
た
（
婦
人
保
護

施
設
い
ず
み
寮
）、
藤
沢
ベ

テ
ル
伝
道
所
を
牧
会
。
遺
族

は
娘
・
飯
塚
桂
子
さ
ん
（
連

絡
は
お
控
え
く
だ
さ
い
） 

。

田
名
尚
文（
九
段
教
会
主
任

担
任
教
師
）

　
23
年
3
月
11
日
逝
去
、
75

歳
。
北
海
道
生
ま
れ
。
12
年

東
京
神
学
大
学
大
学
院
修

了
、
同
年
よ
り
鳥
羽
、
九
段

教
会
を
牧
会
。
遺
族
は
妻
・

田
名
夢
子
さ
ん
。

佐
藤
　
健（
無
任
所
教
師
）

　
23
年
3
月
17
日
逝
去
、
86

歳
。
福
島
県
生
ま
れ
。
98
年

日
本
聖
書
神
学
校
卒
業
、
同

年
よ
り
安
積
、
原
町
教
会
を

牧
会
。
遺
族
は
妻
・
佐
藤
七

海
さ
ん
。

東
岡
山
治（
隠
退
教
師
）

　
23
年
3
月
4
日
逝
去
、
92

　
正
教
師
登
録

掛
江
隆
史

（
2
0
2
2
・
11
・
26
受
按
）

澤
橋
　
登

（
2
0
2
2
・
12
・
3
受
按
）

伊
波
美
智
子

（
2
0
2
3
・
2
・
26
受
按
）

　
正
教
師
転
入

関
　
智
征（
第
5
回
臨
時
常

議
員
会
承
認
）

　
教
師
異
動

仙
川
　
　
就（
代
）大
串
　
眞

東
京
神
学
大
学

辞（
神
）焼
山
満
里
子

厚
木
上
　
辞（
代
）飯
田
輝
明

　
〃
　
　
就（
主
）佐
藤
貴
仁

西
陣
　
　
辞（
担
）前
川
佳
徳

洛
北
　
　
就（
担
）森
里
信
生

神
戸
東
部
辞（
担
）古
澤
百
代

　
〃
　
　
就（
主
）古
澤
百
代

長
崎
滑
石
辞（
主
）竹
井
　
剛

弘
前
学
院
大
学

就（
教
）石
垣
雅
子

名
古
屋
学
院
大
学

辞（
教
）柳
川
真
太
朗

尾
道
吉
和
辞（
主
）島
田
好
国

　
教
師
隠
退

篠
崎
　
勲
、
島
田
好
国

　
隠
退
よ
り
復
帰

森
里
信
生

　
教
師
退
任

竹
井
　
剛
、

柳
川
真
太
朗
、

佐
藤
直
美
、

佐
藤
壽
啓

　
教
師
休
職

永
瀬
よ
し
子
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